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計画概要

計画地

敷地面積

前面道路

用途地域

開発手法

指定建蔽率

指定容積率

割増容積率

建築面積

延床面積

総合設計割増容積率

バリアフリー容積不算入

容積率

構造・規模

最高高さ

用途

駐車台数

駐バイク台数

駐二輪台数

■附置義務駐車台数

■荷捌き駐車台数

事務所

住宅

｛6000+（4000×0.8）+（33634.29×0.5）｝/300＝86.72

8675.46/350＝24.78
　　　　　　86.72+24.78＝111.50　→　112 台

事務所

住宅

｛6000+（4000×0.8）+（33634.29×0.5）｝/5500＝4.73

対象外
4.73　→　5台

公開空地による割増

緑化による割増

公益施設による割増

1,109.26 ㎡

835.89％

免震構造、S造、地上 33 階、地下 2階、塔屋 2階

東京都新宿区西新宿 6丁目 666-1 番地　外

5,615.66m2　（1,698.74 坪）

区道 12m、区道 6m

商業地域

一般型総合設計

100 %

600 %

一般型割増 175％＋減歩分基準容積上乗せ 60.89％

2,272.74 ㎡

62,019.00 ㎡

160 m　（地区計画）

事務所、住宅

112 台（附置義務台数）

75 台程度を想定

5台程度を想定

計画地

新宿中央公園

西新
宿五
丁目
駅

東京都庁

都庁前
駅

1/6,000

西新宿駅

都営地下鉄大江戸線

東京メトロ丸ノ内線

　　　　　　　　　　　

駅 地下鉄駅

東京メトロ丸ノ内線

都営地下鉄大江戸線

歩行者動線
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計画地    

都営地下
鉄大江戸

線

都庁前駅新宿中央公園

東京医科大学病院

コンシェリア西新宿

新宿区けやき児童遊園

新宿アイタウン

新宿グリーンタワービル

新宿オークタワー

新宿住友ビルディング

ハイアット
リージェンシー東京

ベルサール新宿
セントラルパーク

戸線

目駅

栄町
通り

北通り

(総合設計 )
( 西新宿六丁目西第 6地区第一種市街地再開発事業 )

( 西新宿浄風寺周辺地区第一種市街地開発事業 )

( 高度利用地区 )

( 西新宿六丁目西第 3地区市街地再開発事業 )
( 高度利用地区 )

( 高度利用地区 )

( 西新宿六丁目南地区第一種市街地再開発事業 )
( 高度利用地区 )
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東京都新宿区 6丁目 18 番外 
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２ 大規模建築物等景観形成指針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ 大規模建築物等景観形成指針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
① 目的
この指針は、都市開発諸制度などを活用して計画される大規模建築物等を中心に、魅力ある景観
が形成されるよう建築物の壁面の位置や規模、色彩、屋外広告物等を適切に誘導することを目的
とする。
② 誘導区域　都内全域
③ 大規模建築物等の建築等に係る景観形成基準
大規模建築物等の建築等に係る事前協議の景観形成基準は、図表３-2 のとおりとする。
　この基準は、風格のある都市景観の形成を図るための誘導指針であり、「新しい都市づくりの
ための都市開発諸制度活用方針」※１の一部として運用する。なお、国会議事堂、迎賓館、明治
神宮聖徳記念絵画館及び東京駅丸の内駅舎の周辺の景観誘導区域、浜離宮恩賜庭園など文化財庭
園等の周辺の景観誘導区域、水辺景観形成特別区域の景観誘導区域、皇居周辺地域の景観誘導区
域については、図表 3-2 の景観形成基準に加え、別に定める基準（１４１ページから１６９ペー
ジまでに記載）に適合しなければならない。

第２章　景観法の活用による新しい取り組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２章　景観法の活用による新しい取り組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１ 届け出制度による景観形成第１ 届け出制度による景観形成
３ その他の地域（一般地域）３ その他の地域（一般地域）
　景観計画区域のうち、1 及び 2 に記載した景観基本軸及び景観形成特別地区以外の地域を一般
地域とする。一般地域では、旧東京都景観条例に基づく施策を継承し、その実施が周辺景観に特
に大きな影響を与える行為を特定し、その事業を行おうとする事業者に対し、事業地周辺の自然、
歴史、文化、地域性等への配慮を求める。
① 一般地域の区域（対象範囲）
景観計画の区域のうち、景観基本軸及び景観形成特別地区を除いた区域とする。
② 良好な景観形成のための行為の制限に関する事項※ 1
一般地域内で次に掲げる行為をしようとする者は、あらかじめ、景観法及び東京都景観条例に基
づき、知事に対して届出（国の機関又は地方公共団体が行う行為については通知）を行うものと
する。届出対象行為の種類、規模及び景観形成基準は次に示すとおりとする。
１）建築物の建築等
■届出行為：建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更するこ
ととなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更
■届出規模：（特別区）高さ≧ 60 ｍ又は延べ面積≧ 30,000 ㎡
（市町村）高さ≧ 45 ｍ又は延べ面積≧ 15,000 ㎡

　東京都景観計画　2011 年 4月 ( 改定 )東京都景観計画　2011 年 4月 ( 改定 )

 
 

 

 

 

第１章　東京らしい景観の形成第１章　東京らしい景観の形成
第２ 東京の景観特性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２ 東京の景観特性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　都は、平成 13 年 10 月に「東京の新しい都市づくりビジョン」を公表し、東京が目指す広域
的な都市の将来像を明らかにした。その実現に向け、都内を５つのゾーンに区分し、地域特性と
地域像を提示している。
　都全域において個性豊かな景観を形成していくためには、各ゾーンの景観特性を都市づくりの
中に生かし、地域の魅力の向上へとつなげることが重要である。
以下、ゾーンごとの景観特性を示すこととする。

１ センター・コア再生ゾーン１ センター・コア再生ゾーン
　このゾーンは、首都機能を担う東京圏の中心にあり、我が国の政治や経済を牽けん引する中枢
管理機能や居住・商工業・文化・交流など、多様な機能が集積した重要な地域である。
江戸開府以降、400 年にわたって発展してきた歴史的背景をもち、現在も国際都市として発展・
成長を続けている地域である。
① 台地と低地がつくる細やかな起伏や緑の帯
② 東京の成り立ちを伝える街並みや建造物
③ 多様な個性と魅力をもつ地域の広がり
戦後の急速な都市化を受けて、景観資源が失われてきたが、今日でも、多様性に富
んだ景観を形成している地域が多い。
皇居周辺や日本橋・銀座、神田周辺、神楽坂といった歴史的景観が残されている地
域、新宿や渋谷・青山、六本木周辺など、多様な都市文化・都市産業のにぎわいを見
せている地域、麻布や広尾、代官山など、良好な居住空間として、落ち着きとにぎわ
いを合わせもつ個性ある地域、雑司ヶ谷、音羽、小石川、上野、本郷など、江戸の街
区割りや明治の面影を残す地域など、江戸の都市構造の骨格を継承しつつ、多様な魅
力をもつ地域が広がっている。

第４ 良好な景観の形成に関する方針　　第４ 良好な景観の形成に関する方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１、区部１、区部
　　東京都市計画区域を対象とする。
① 風格のある都心、個性豊かな副都心
・ 都心、副都心、秋葉原などの新拠点など、超高層建築物が群をなす地域では、多様な魅力とと
もに、地域全体としてまとまりのあるスカイラインや景観の形成を図る。

図表 1-1　５つのゾーン区分

計画地 

上位計画 1
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第１章　新宿区における景観まちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１章　新宿区における景観まちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．目標１．目標
　まちの記憶をいかした「美しい新宿」をつくる
２．基本理念２．基本理念
（１）良好な景観は区民共通の資産です
（２）良好な景観を保全、創出します
（３）区民等との協働による景観形成を図ります
（４）都および隣接区等と連携し良好な景観の形成を推進します

第２章　景観法を活用した景観まちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２章　景観法を活用した景観まちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　景観計画区域１　景観計画区域

２ 良好な景観の形成に関する方針２ 良好な景観の形成に関する方針
Ⅰ 基本方針Ⅰ 基本方針
　視点１）変化に富んだ地形をいかす
　　区の地形は、豊島台地、淀橋台地とそれらに挟まれて東西にのびる低地で構成　され、　こ
の低地に沿って、神田川、妙正寺川、外濠（史跡江戸城外堀跡）などの　水面が区の外周を取り
巻き、さらには新宿御苑、明治神宮外苑、斜面緑地などの　貴重な自然が残っています。このよ
うな変化に富んだ地形をいかした景観形成を　図ります。
　視点２）まちの記憶をいかす
　　まちは、土地利用や街路形成の変遷、そこで展開されてきた人々の営みの歴史　や文化など
が積み重なって形成されています。こうした「まちの記憶」を最大限　にいかし、より魅力的な
景観の形成を図ります。
　視点３）水とみどりをいかす
　　高度に市街化され、変化のエネルギーが激しいまちにあって、最も失われがちで、　しかも
必要不可欠なみどりを保全し、積極的に創出していくことは重要です。特　に、大規模施設や公
園、斜面緑地、庭園などのまとまったみどりを活用するとと　もに、都市に潤いを不え品格を高
める水辺空間づくりや、湧水の保全に積極的に　取り組んでいきます。
Ⅱ 広域的な景観の形成Ⅱ 広域的な景観の形成
（１）超高層ビルの景観形成
　西新宿周辺の超高層ビル群の景観は、新宿区を代表する特徴的な景観です。それぞれの建築物
が単体としての個性を持ちながらも、超高層ビル群全体として統一感のある景観がつくられてい
ます。今後も超高層ビル群の周辺では、都庁第一本庁舎を中心としたスカイラインの形成や超高
層ビル群全体として見た時の形態意匠の調和が図られるよう誘導していきます。
　また、一般市街地の中における超高層ビルについては、周辺景観や環境との調和を図り、新た
な賑わいや良好な住環境の創出を図るよう誘導していきます。
Ⅲ 屋外広告物の景観の形成Ⅲ 屋外広告物の景観の形成
（１）屋外広告物に関する景観形成方針
①『デザイン誘導などによる良好な景観形成』
・ 多様なまちの魅力と価値を高める景観誘導推進
・ まちなかの景観要素となる屋外広告物のデザイン誘導推進
・ ユニバーサルデザインの推進
　　あらゆる人が、便利で機能的に、安全安心に、快適で楽しく、新宿のまちを利　用できるよ
うにユニバーサルデザインに基づく景観の誘導を推進します。
３ 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項３ 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項
区分地区の景観形成基準区分地区の景観形成基準

新宿区景観まちづくり計画　平成 27 年 3月 ( 改定 )新宿区景観まちづくり計画　平成 27 年 3月 ( 改定 )

※本図は概ねの位置を示したものです。
 

計画地 

区分地区名 対象範囲 
水とみどりの神田川・妙正寺川地区 神田川と神田川の両側 ｍの範囲及び妙正寺川と妙

正寺川の両側 ｍの範囲
歴史あるおもむき外濠地区 国史跡江戸城外堀跡及び江戸城外堀跡から２００ｍ

の範囲（ただし、神楽坂一～三丁目各地内、若宮町各
地内、市谷本村町各地内、本塩町各地内、坂町、四谷
一丁目各地内を除く）

新宿御苑みどりと眺望保全地区 新宿区内藤町、大京町各地内、新宿一～四丁目各地内

粋なまち神楽坂地区 新宿区神楽坂一～五丁目及び袋町各地内

エンターテイメントシティ歌舞伎町地区 新宿区歌舞伎町一丁目および歌舞伎町二丁目各地内

落合の森保全地区 新宿区下落合二～四丁目各地内

一般地域 上記の６地区以外の区域

景
観
形
成
基
準 

形態・意匠 
 
 

○外壁の色彩や素材は、隣接する建築物や周辺景観との調和を図る。
○形態意匠は、建築物単体のバランスだけでなく、隣接する建築物や周辺景
観との調和を図る。

その他 ○敷地内に歴史的な建造物や残すべき自然などがある場合は、積極的にこれ
らをいかす。

○隣接する建築物の壁面等の位置を考慮した配置とする。
○附帯する設備等は、建築物と一体的に計画するか、歩行者や水平方向から
の見え方に配慮し、緑化や目隠しなどによる修景を行う。

○附帯する構造物や施設等は、建築物との調和を図るとともに、歩行者から
の見え方に配慮した修景をする。

○外構は、敷地内のデザインだけでなく、隣接する敷地や道路など、周辺景
観との調和を図る。

○敷地内はできる限り緑化を行う。
○夜間の景観に配慮し、周辺の景観に応じた照明を行う。
○ビル名や店名等の自家用広告物、第三者広告物等の屋外広告物の掲出につ
いては、建築物の設計の早い段階から、周辺景観や建築物等へ配慮する。

ただし、建築物の高さ＞６ 又は延べ面積＞ ㎡の場合は、下記の景観形成基準を加えるも
のとする。

景
観
形
成
基
準

形態意匠 ○色彩は、別表３の色彩基準に適合するとともに、隣接する建築物や周辺景
観との調和を図る。

その他 ○隣接する敷地や公共施設と一体となったオープンスペースを新たに創出す
るなど、周辺景観に配慮した配置とする。

○壁面の位置の連続性や、適切な隣棟間隔の確保など、隣接する建築物や周
辺景観との調和を図る。

○周辺の主要な眺望点（道路、河川、公園など）からの見え方に配慮すると
ともに、周辺の建築物のスカイラインとの調和を図る。

○緑化にあたっては、生態系にも配慮した樹種の選定を行うとともに、積極
的に屋上や壁面の緑化を行う。

 

■工作物の建設等
届出対象行為 工作物の新設、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若

しくは模様替又は色彩の変更
工作物の種類と
届出対象規模

・煙突、鉄柱、装飾塔、記念塔、物見塔その他これらに類
するもの（※１）

・昇降機、ウォーターシュート、コースターその他これら
に類するもの（回転運動をする遊戯施設を含む）

・製造施設、貯蔵施設、遊戯施設、自動車車庫 建築物で
あるものを除く その他これらに類するもの

高さ＞ ｍ

景
観
形
成
基
準

形態意匠 ○色彩や素材は、隣接する建築物や周辺景観との調和を図る。
○形態意匠は、周辺の主要な眺望点（道路、河川、公園など）からの見え方
に配慮するとともに、周辺景観との調和を図る。

その他 ○長大な壁面の工作物は避けるなど、圧迫感の軽減を図る。
○敷地内はできる限り緑化を行う。

ただし、工作物の高さ＞６ 又は築造面積＞ ㎡の場合は、下記の景観形成基準を加えるも
のとする。

 

景
観
形
成
基
準 

形態・意匠 ○色彩は、別表３の色彩基準に適合するとともに、隣接する建築物や周辺景
観との調和を図る。（ただし、コースターなどの遊戯施設で、壁面と認識で
きる部分をもたない工作物を除く。）

その他 ○周囲の公園や道路、河川などから見たときに、圧迫感を感じさせないよう、
隣棟間隔を確保し、長大な壁面の工作物は避ける。

○斜面地への設置を避ける。

※１ 架空電線路用並びに電気事業法第２条第１項第１０号に規定する電気事業者および同項第１２号に規定する卸
供給事業者の保安通信設備用のもの（擁壁を含む）並びに電気通信事業法第２条第５項に規定する電気通信事業者の
電気通信用のものを除く 

 

（７）一般地域 
■建築物の建築等 
届出対象行為 建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若

しくは模様替又は色彩の変更

届出対象規模 建築物の高さ＞ 又は延べ面積＞ ㎡

上位計画 2



（仮称）西新宿六丁目計画  6

エリア別景観形成ガイドラインエリア別景観形成ガイドライン
10　新宿駅周辺地区10　新宿駅周辺地区
10-5 角筈北再開発エリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10-5 角筈北再開発エリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

新宿区景観形成ガイドライン　平成 27 年 3月 ( 改定 )

計画地 

眺望点

寺

アイストップ

連続するみどり

まとまったみどり

景観上重要な道路

坂道（下から上）

超高層建築物

景観上重要な広場

エリア境界

【凡例】景観特性

色々な場所で再開発事
業による超高層ビルが
建ち並んでいます。

再開発事業などにより、歩
道と一体となった歩道状空
地が整備されています。

ところどころに既成市
街地が残っています。

青梅街道

西新宿
三井ビル

NYTアトラス
タワー西新宿

新宿
スクエアタワー

アイタウン

浄風寺

新宿グリーン
タワービル

セントラル
パークタワー

ベルサール新宿

S = 1 : 5000
0 50 100 200m 公開空地における植栽

新宿区が許可する総合設計の建築物等に係る景観形成ガイドライン　　　　　　　　新宿区が許可する総合設計の建築物等に係る景観形成ガイドライン　　　　　　　　
　

広域的な景観形成ガイドライン広域的な景観形成ガイドライン
超高層ビルの景観形成ガイドライン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　超高層ビルの景観形成ガイドライン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
景観形成の目標
「超高層エリアから周辺市街地へと連続したスケール感を持つまちなみへ」
　再開発事業の実施にあたっては、超高層エリアから続くスカイラインの連続性や、快適な歩行
者空間の創出に配慮する。
景観形成の方針
1. 緩やかな変化のある地形をいかしたみどり豊かな景観をつくる
　・景観形成の考え方
　　再開発事業の実施にあたっても、緩やかな変化のある地形をいかすよう配慮する。　　また、
　新宿中央公園へと連続するまとまったみどりを創出する。
　・具体的な方策
　■ 緩やかな変化のある地形の魅力を損なわないよう、大規模な地形の改変は避ける
　■ 大規模敷地の計画では、まとまった緑化を行う
　■ 中・小規模の計画では、道路沿いの緑化を積極的に行う
2. 幹線道路や区画街路沿道に快適な歩行者空間をつくる　

・景観形成の考え方
　幹線道路や区画街路の広幅員の歩道を、歩く人にとって快適で、エリア全体として調和のとれ
　たものとする。
・具体的な方策
　■ 公開空地では、適度な囲われ感や人の動きが感じられるよう、低層部のつくりこみ方や高層
　　棟の配置に配慮する
　■ 公開空地における植栽は、歩道と分断する植え込みはなく、滞留を促 す配慮をする（樹冠の
　　下に入り込める高木の配置など）
　■ エリア全体として調和した舗装とする
　■ 植栽ますは歩行者に圧迫感を与えないよう、立ち上がりの高さを抑える
3. 超高層エリアとそれぞれの街区とが調和した景観をつくる
・景観形成の考え方
　超高層エリアに隣接し、個別の再開発事業が進む本エリアでは、全体としての統一感に欠けて
　しまいがちである。今後は、再開発の各事業地区間や超高層エリアとの関係性にも配慮し、全
　体として調和した景観の形成を図る。
・具体的な方策
　■ 周辺と調和したスカイラインの形成を図る
　■ 周辺と調和した形態意匠および色彩とする
　■ 高層や超高層の建築物の場合には、道路や周辺環境に圧迫感を与えないようにする

要素別景観形成ガイドライン要素別景観形成ガイドライン
形態意匠の景観形成ガイドライン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形態意匠の景観形成ガイドライン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．周辺景観との調和に配慮する
景観形成の考え方
（１）周辺景観と調和した形状・デザインとする
具体的な方策
①圧迫感の軽減に配慮する
　■長大な壁面が生じないようにする
②意匠のまとまりに配慮する
③地域景観との調和に配慮する
景観形成の考え方
（２）周辺景観と調和した素材・色彩を選ぶ

、
、

調和したスカイライン

角筈北再開発エリア

 
 

 
 

 
 

 
 

上位計画 3



（仮称）西新宿六丁目計画  7景観コンセプト 1

遠景
超高層エリアから続く、連続したスカイラインの形成を図る
周辺の建物群と調和した統一感ある街並みを形成する

位置づけ・周辺状況

デザイン方針

西新宿の超高層ビル群は日本を代表する都市景観となっている。

超高層エリアから続くスカイラインの連続性に配慮し、まとまりのある都市景観を形成する。

計画建物

計画地

超高層エリア

再開発事業の連続

超高層ビル群のまとまり
東京都庁第一庁舎を中心としたスカイライン

計画敷地は大通りから奥まった立地である。

①

S=1/8000

①弥生町一丁目交差点北からの見え方 ②熊野神社前交差点からの見え方

周辺の高層ビル群から突出しないボリュームの建物とし、周辺の建物群と調和した統一感ある街並み、調和したスカイラインを形成する。

計画建物

計画建物
計画建物

東京都第一本庁舎

東京都第二本庁舎

②



（仮称）西新宿六丁目計画  8

1. 総合設計

【景観上の特性】　△

①地区計画に定められた高さとすることで

　東京第一庁舎を中心としたスカイラインを保持

②周辺の建物と調和したボリューム感

③壁面がやや広大な印象

④空地、歩行空間の充実による

　歩行空間の回遊性を向上

２. ボリュームの分節

【景観上の特性】　○

①2つのボリュームの組み合わせとすることで

　広大な壁面を分節

3. 横庇による平面的な分節

【景観上の特性】　◎

①横庇を加えることで広大な壁面の

　印象を緩和

②縦基調のボリュームと横基調のボリューム

　とすることで、ボリュームの分節を強調

　

住宅など小さな
ボリュームの集合

建物周囲に空地を設けることで圧迫感を軽減する

S=1/3000

高層ビル群 ガラスのボリューム

石のボリューム

横庇

H160m

H168m

H160m

H82m

H209m

20m

18m

57m

33m

H87m

H123m

街並みに配慮し、壁面のボリュームの分節により圧迫感の軽減を行う 遠景

ガラスイメージ 石イメージ

景観コンセプト 2



（仮称）西新宿六丁目計画  9

遠景周辺建物と調和したファサードデザインとし一体感のある街並みを形成する

アルミ（白系）　マンセル値：N9.0

石又はタイル打込み PC（グレー系）
マンセル値：N7.0

アルミ（白系）マンセル値：N9.0

アルミガラリ（グレー系）
マンセル値：N7.0

Low-E ガラス（クリア）

景観コンセプト 3



（仮称）西新宿六丁目計画  10

緑豊かで良好な街並み景観を形成する
ピロティ、広場、新宿区立けやき児童遊園を一体的に設え、緑豊かな歩行空間を創出する

近景

■ランドスケープのデザインダイアグラム 

0 51 10 20m

Scale = 1/800

新宿中央公園

都
道
43
2号
線
(方
南
通
り
)

都道新宿副都心13号線(十二社通り)

新宿区立けやき児童遊園

ベルサール新宿
セントラルパーク

アイタウンプラザ

コンシェリア
西新宿

計画地

都庁前駅方面西新宿駅方面

西新宿5丁目駅方面

十二社池の下バス停

②隣接公園と連繋した
オープンスペースの形成
（公園機能の補完）

①隣地の並木植栽と連繋した沿道部への高木
植栽によるみどりのネットワークの強化

①隣接公園の植栽と連繋した緑地整備
によるみどりのネットワークの強化

②隣接公園や周辺公開空地と連繋した
オープンスペースの形成

（常落混淆の多様性のある植栽の連繋）②隣接公園や周辺公開空地と連繋した
オープンスペースの形成
（歩行者動線の確保）

④災害時の一時避難場所としても機能する
まとまりある舗装空間の整備による
地域防災力の強化

③歩道状空地の整備による
歩行者ネットワークの強化

③歩道状空地の整備による
歩行者ネットワークの強化

「水とみどりの環
」( 神田川 ) へと

つながるみどりの
ネットワーク

「七つの都市の森」をつなぐ
みどりのネットワーク

常緑樹・落葉樹混淆の
多様性ある植栽の連携

まとまりある舗装空間

※①～④はp.18の「みどりのコンセプト」の番号と対応する

公開空地や公園

凡例

みどりのネットワーク

歩行者動線

神田上水除水堀跡

景観コンセプト 4



（仮称）西新宿六丁目計画  11

緑豊かで良好な街並み景観を形成する 近景

〇視点あ より

〇視点う より

〇視点い より

■ ランドスケープ断面図
Scale = 1/200

50 1 10m
建物地下躯体ライン

C Key Plan

視点あ

視点い

視点う

ピロティ、広場、新宿区立けやき児童遊園を一体的に設え、緑豊かな歩行空間を創出する

計画地新宿区立けやき児童遊園

建物

建物地下躯体

近隣の公開空地

▽
隣
地
境
界

アイキャッチツリー

C断面

充分な植栽基盤の確保

滞留空間に彩りを加える植栽

ベンチ

常緑樹・落葉樹混淆の多様性のある植栽

隣接公園、公開空地の既存樹と連繋する緑

景観コンセプト 5
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※今後の検討により変更となる可能性があります。

中高木植栽計画図　S=1/500
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※今後の検討により変更となる可能性があります。

低木・地被類植栽計画図　S-1/500



（仮称）西新宿六丁目計画  14完成予想図 1,2

完成予想図 1 完成予想図 2

▲

▲

Key Plan

1

2

計画建物

▲
3



（仮称）西新宿六丁目計画  15完成予想図 3

完成予想図 3

▲

▲

Key Plan

1

2

計画建物

▲
3



（仮称）西新宿六丁目計画  16配置図兼外構図　S=1/600

※今後の検討により変更となる可能性があります。検討検討討検討検討討検討検討検討討検討討討討討討検討討討討討検討検検討討討検討検討討討検討討により変変変変変変変変変変変変変変変更と更と更と更更と更と更と更と更と更と更と更更と更と更と更と更と更と更と更と更と更更と更と更と更ととなるなななななななななななななななななななな 可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能可能能能可能可能可能能能能可能可能能能能能能能性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性が性性が性性性性が性性性性性ががありりりりりりりりりりりりりりますまますますますますますますますますますますますすす。

▽ 26.68

▽ 27.80

▽ 27.10

▽ 26.64 ▽ 26.53 ▽ 26.81

▽ 27.80：地盤レベルを示す

※今後の検討により変更となる可能性があります。



（仮称）西新宿六丁目計画  17B1 階平面図　S=1/300

※今後の検討により変更となる可能性があります。
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※今後の検討により変更となる可能性があります。

1 階平面図　S=1/300
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※今後の検討により変更となる可能性があります。

住宅階平面図　S=1/300
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※今後の検討により変更となる可能性があります。

事務所階平面図　S=1/300



（仮称）西新宿六丁目計画  21立面図　S=1/1000

8.9m 66.8m
77.2m

東面立面図 南面立面図 西面立面図 北面立面図

事務所

Low-Eガラス
（クリア）

住宅

9.
0m

26
.4
m

12
4.
6m

16
0m

16
0m

15
2m

8m

62.2m 15.0m
77.2m

21.8m 6.0m
27.8m

12.1m 15.7m
27.8m

アルミ（N9）

事務所

Low-Eガラス
（クリア）

住宅

石又はタイル
打込みPC

アルミガラリ

石又はタイル
打込みPC

アルミガラリ

Low-Eガラス
（クリア）

アルミ（N9）
アルミ（N9）

ガラス手摺 ガラス手摺

ガラス手摺

（N7）
（N7）

縦フィン
横庇

コア側外壁
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※今後の検討により変更となる可能性があります。

断面図　S=1/800

断面図
S=1/800

※今後の検討により変更となる可能性があります。


